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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞

・外来より～清水秋男様の10/3の採血結果が入院カルテに入っていないとの事。病棟へは結果がまだ来ていない為、病棟に来次第、入院カルテへ挟んで下さい。

＜患者様連絡事項＞

・曽我　正子様～今朝より右目の充血・疼痛の訴えあり。主治医へ報告し、以下の内容で点眼液処方となっています。

　　　　　　　　　フルメトロン点眼液　１本

　　　　　　　　　タリビット点眼液　１本　　　　　　　４回/日

・角谷　春美様～今朝より口内炎による疼痛の訴えあり。主治医へ報告し、以下の内容で軟膏処方となっています。

　　　　　　　　　アフタゾロン軟膏　１本　　　　　　　３回/日

　　　　　　　　10/14(金)西Ａ診察室にて心理検査実施予定となっています。

・菅野　勝利様～本人より鼻汁の訴え継続して聞かれている事から、主治医へ報告し、以下の内容で臨時薬処方となっています。

　　　　　　　　　小青竜湯(漢方製剤)　３Ｐ　　１日分処方

　　　　　　　　また、踵部のひび割れの訴えありウレパール軟膏１本処方となっています。

・佐々木　康子様～不正出血見られている事から、10/13(木)13：20から小坂Ｄｒの診察実施予定となっています。

＜注目患者様ケース検討＞

・佐々木　葉子様～昨日、準夜帯にて入院時からの不満を興奮気味に話されています。

　　　　　　　　　本日は、昨日同様の不満の訴えあり、アルコールプログラムについても「開始時間が遅い」「待たせる時は一言声を掛け欲しい」等話されています。興奮状態となる事はなく、会話中に息子様の話をしながら涙ぐむ場面も見られています。

　　　　　　　　　再度、接遇について各自振り返りを行いましょう。

　　　　　　　　　また、退院が間近に迫り、退院後の生活についての不安やストレスも原因となっている事が考えられる為、本人の訴えを傾聴しながら不安・ストレスの有無について引き出せる様に関わって下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・中川原　義雄様～痔の疼痛の訴えあり、軟膏処方となっています。

　　　　　　　　　　ボラザＧ軟膏　１×就床前　７日分

　　　　　　　　　また、両膝痛継続している事から、ナパゲルン軟膏１本処方となっています。

・八森　正様～痔の改善傾向見られていますが、同内容で７日分処置継続の指示出ています。

・赤坂　順市様～本日、左肩へハロマンス (精神神経用剤) (100)１Ａ施行しています。次回の予定は11/9(水)右上腕予定となっています

・出河　攻様～陰嚢水腫のため、以下の内容で臨時薬処方となっています。

　　　　　　　　セフジトレン(抗生剤)(100)　３Ｔ　３×７日分

・坂　貢様～本人より、「痰がからむ」との訴えあり、以下の内容で臨時薬処方となっています。

　　　　　　　ムコキール(去たん剤)(15)　３Ｔ　３×３日分

・木村　忠史様～本人希望にて、ＡＺ点眼液１本処方となっています。

・市川　真紀子様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方となっています。

・石切　久様～本人より「幻聴がひどい」との訴えあり、臨時薬処方・以後定期となっています。

　　　　　　　　レボトミン(精神神経用剤)(50)　３Ｔ　３×７日分　以後定期

　　　　　　　また、吐気・胸焼けの訴えあり、来週の定期より以下の内容で定期薬変更となっています。

　　　　　　　　ファモチジン(消化性潰瘍用剤)(20)　１Ｔ→２Ｔ　２×朝・夕へ増薬

　　　　　　　　バチール(精神神経用剤)(200)　３Ｔ　止め

・佐藤　幸男様～昨日の昼食時にカリフラワーを噛まずに飲み込もうとしむせ込み見られている事報告しています。粥・キザミ食について本人へ勧めていますが本人は「キザミにすると腹が減る」と拒否されています。主治医より、食事中は咀嚼・嚥下状態に注意する様指示出ています。

＜勉強会＞

・フラッシュバック・離脱症状についての勉強会を実施しています。資料別紙参照。

勉強会＜フラッシュバック・離脱症状を含む＞

フラッシュバックとは、たとえば過去に経験した出来事や過去に味わった体験を連想させる場面、そうしたものをイメージさせる物事に触れたとき、「あのとき」と同じ感情が、いま現在体験しているもののように甦ってきて、そのために、人によってさまざまな心身の反応を引き起こすことを云います。（思い出し+再体験のこと。）

フラッシュバックは戦慄な恐怖も覚えることがある。大いに取り乱し、暴れ倒れることもあります。



感情とは、怒りや不安感、惨めさや苦痛、焦りや孤独感などのことを云い、人によっては自律神経系を巻き込んだ身体反応（冷や汗をかいたり、動悸が激しくなったり、吐気に襲われたり）という状態に陥る場合もあります。

こうした強い感情を「情動」とも云います。ですので、フラッシュバックとは、強い情動反応です。

たとえば、どんなに辛い過去の出来事や体験だとしても、ただそれを思い浮かべたり、回想するだけではフラッシュバックとは云いません。強い感情（情動）が襲ってくるような情動反応がフラッシュバックです。


酒の匂いをかいだだけで酔った状態になるドライドランクもフラッシュバックです。


解離性フラッシュバックはPTSDの患者さんにはあたりまえで原因を問わずPTSDになった人には臨床的にもよく記録されています。

侵入的な感覚、アルコールや薬物などのアディクション（嗜癖）にはまってしまうひとも出てきます。

フラッシュバックで思い出した記憶、イメージ感覚はかなり実際のトラウマに正確であることが多いのです。

